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神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
２
０
２
２
年
度
・
第
４
回
幹
事
会
は
、
９
月
７
日

（
水
）
１５
時
００
分
か
ら
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
に
お
い
て
開
催
し
、
①
神
奈
川
シ

ニ
ア
連
合
２
０
２
３
～
２
０
２
４
年
度
役
員
の
推
薦
な
ど
に
つ
い
て
確
認
す
る

と
と
も
に
、
第
31
回
総
会
議
案
書
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
論
議
し
ま
し
た
。 

第
４
回
幹
事
会 

第
３１
回
総
会
議
案
書
作
成
な
ど
論
議 

正
当
性
に
疑
問
を
持
つ
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
東
谷
事

務
局
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
第

３
回
幹
事
会
（
７
月
６
日
） 

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。
②

コ
ロ
ナ
感
染
第
７
波
は
、
ピ

ー
ク
を
越
え
た
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
４
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
も
感
染
し
た
と
の

報
道
も
あ
り
、
基
本
的
な
予

防
対
策
を
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
③
参
議
院
選
挙

後
の
国
会
は
３
日
で
開
催
。

騎
士 

 

第
４
回
幹
事
会
は
、
小
布

施
虎
三
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

の
開
会
・
議
長
就
任
の
あ
い

さ
つ
で
開
始
。
池
田
シ
ニ
ア

連
合
会
長
は
「
①
台
風
11

号
、
信
越
・
東
北
地
方
で
発

生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
る

豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に 

後
の
国
会
は
、
３
日

で
閉
会
。
岸
田
首
相

は
、
ロ
シ
ア
の
軍
事

侵
攻
、
円
安
、
物
価

高
な
ど
政
策
課
題
が

山
積
み
す
る
中
、
何

ら
解
決
策
を
示
さ
な

か
っ
た
が
、
国
民
の

半
数
が
反
対
し
て
い

る
安
倍
元
首
相
の
国

葬
を
９
月
27

日
に

実
施
す
る
こ
と
を
閣

議
決
定
し
て
い
る
。

国
葬
実
施
の
理
由
の 

以
降
の
活
動
に
つ
い
て
承
認

し
た
後
、
協
議
事
項
の
①
神

奈
川
シ
ニ
ア
連
合
２
０
２
３

～
２
０
２
４
年
度
役
員
の
推

薦
手
続
き
に
つ
い
て
。
②
組

織
拡
大
・
財
政
検
討
委
員
会

の
組
織
強
化
等
に
向
け
た
検

討
結
果
と
第
３１
回
総
会
議

案
書
へ
の
提
起
に
つ
い
て
。

③
第

31

回
総
会
議
案
書

（
案
）
の
作
成
と
総
会
参
加

者
全
員
の
３０
周
年
記
念
パ

ー
テ
ィ
（
参
加
者
一
人
２
０

０
０
円
徴
収
）
な
ど
に
つ
い

て
。
④ 

視
察
研
修
旅
行
の 
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連合神奈川の2023年度に向けた「政策・制度要求と提言」に

神奈川シニア連合の介護問題の要求が取り上げられました。 

 

◇福祉・社会保障政策 

○ 介護支援が必要になった場合の具体的な手続きについて住

民の理解が進むよう、地域包括支援センターの認知度向上の

ための充分な情宣を行うこと。あわせて新たな介護の課題と

されるダブルケアや、いわゆる「ヤングケアラー」・「若者ケ

アラー」に関する実態調査を行うとともに、支援が必要と考

えられる方には行政から積極的に働きかける「プッシュ型」

の支援に取り組むこと。なお、実態調査については今年１月

に行われた厚生労働省の調査と同様な内容で調査結果を比

較・検討ができるようにすること。 

○ 介護職場等の労働環境改善などによる離職防止対策を喫緊

の課題とした人員の確保と人材の育成をはかるため、賃金を

含めた抜本的な見直しを行うこと。また、新型コロナウイル

ス感染症患者や濃厚接触者が発生した場合、サービスの提供

自体が危ぶまれる現状にあるため、利用者はもちろん、職員

も安心した働くことができる職場環境を構築すること。 

介護問題の要求前進へ 

参
加
者
募
集
結
果
と
旅
費
の

納
入
に
つ
い
て
。
⑤
「
神
奈

川
シ
ニ
ア
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
」
へ
の
送
金
な
ど
に

つ
い
て
意
思
統
一
し
ま
し

た
。 

 

な
お
、
議
案
書
作
成
に
伴

う
運
営
規
則
第
１４
条
（
役

員
の
選
出
及
び
任
期
）
の
一

部
改
正
は
、
検
討
委
員
会
で

再
論
議
と
し
。
議
案
書
に
対

す
る
修
正
意
見
・
提
起
は
、

９
月
２８
日
ま
で
に
事
務
局

に
届
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。 
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池
田
会
長
は
、
各
自
治
体

へ
の
要
請
書
提
出
に
あ
た
り

「
①
神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合

は
、
２
０
１
４
年
か
ら
高
齢

者
問
題
を
中
心
に
自
治
体
に

要
請
書
を
提
出
し
て
い
る
。

②
２
０
２
５
年
の
地
域
包
括

支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け 

た
状
況
や
２
０
４
０
年
問
題

で
は
、
介
護
従
事
者
の
大
幅

な
不
足
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
本
日
提
出
す
る

「
医
療
・
介
護
制
度
の
充
実

等
」
に
関
す
る
要
請
書
の
内

容
を
含
め
、
高
齢
者
福
祉
の

充
実
と
諸
施
策
の
解
決
に
向 

 

自
治
体
に
提
出 

「
医
療
・
介
護
制
度
等
の
充
実
」
等
に
関
す
る
要
請
書 

 

「フードバンクかながわ」 

さらなる発展を目指して 
 

１、「フードバンクかながわ」は休眠預金活用助成事業により冷凍

車（2ｔ）、貸与用冷凍庫等を購入し、利用ニーズの高い冷凍食

品の提供にチャレンジしています。 

なお、冷凍食品の配送ライン確立までは、金沢倉庫で受け取

り可能な団体への提供となっています。 

２、新規個人賛助会員の募集が行われます。 

 (1)取り組み期間は、2022年10月～12月 

(2)個人賛助会員の会費は、1,000円以上 

  ※優遇税適用となり、所得税・住民税の一部が税額控除 

(3)個人賛助会員とて会費を振り込む場合は、神奈川シニア連合

事務局（東谷）まで必ず連絡願います。 

け
積
極
的
な
展
開
を
お
願
い

す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
し

て
、
要
請
書
を
各
自
治
体
者

に
手
交
後
、
東
谷
事
務
局
長

か
ら
次
の
２
点
に
絞
り
趣
旨

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

１
、
地
域
包
括
支
援
シ
ス
テ 

ム
の
構
築
に
つ
い
て
。 

  

横浜市へ要請書提出 

高
齢
者
に
な
る
と
認
知

症
や
介
護
の
問
題
、
病

気
、
年
金
、
行
政
手
続
き

や
各
種
支
払
い
、
買
い
物

や
食
事
の
心
配
な
ど
、
現

役
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
様
々
な
問
題
が
日

常
的
に
発
生
す
る
。
２
０

２
５
年
構
築
予
定
の
地
域

包
括
支
援
シ
ス
テ
ム
の
サ

ー
ビ
ス
基
盤
整
備
の
推
進

を
要
請
す
る
。 

２
．
介
護
保
険
の
改
定
に
つ

い
て 介

護
保
険
制
度
の
２
０

２
４
年
春
の
改
定
に
向

け
、
論
議
が
始
ま
っ
て
い

る
。
財
務
省
の
財
政
制
度

等
審
議
会
が
５
月
に
ま
と

め
た
提
言
は
、
①
「
要
介

護
１
・
２
」
を
介
護
保
険

か
ら
切
り
離
し
地
域
支
援

事
業
（
総
合
事
業
）
へ
移

行
す
る
。
②
２
０
２
４
年

度
か
ら
介
護
保
険
の
利
用

者
負
担
を
原
則
２
割
負
担

と
す
る
。
③
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
利
用
者
負
担
を

導
入
す
る
な
ど
で
あ
る
。

務 

神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
は
、
連
合
神
奈
川
の
協
力
を
得
て
４
月
13
日
（
水
）

に
開
催
し
た
第
２
回
幹
事
会
で
決
定
し
た
２
０
２
２
年
度
「
医
療
・
介
護
制

度
の
充
実
等
」
に
関
す
る
要
請
書
を
横
浜
市
、
川
崎
市
（
８
月
17
日
）、
相

模
原
市
（
８
月
23
日
）、
神
奈
川
県
（
９
月
５
日
）
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

財
務
省
の
財
政
制
度
等
財

審
議
会
は
、
コ
ス
ト
の
節

減
と
費
用
の
効
率
化
を
め

ざ
す
と
し
て
い
る
が
、
高

齢
者
へ
の
負
担
増
と
高
齢

者
施
設
な
ど
の
利
用
控
え

を
目
的
と
し
て
い
る
。
提

言
ど
お
り
制
度
改
定
さ
れ

る
と
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
行

く
日
数
が
減
少
し
、
認
知

症
や
身
体
機
能
の
低
下
が

進
み
家
族
の
介
護
離
職
や

老
々
介
護
が
一
層
深
刻
に 

 

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

容
認
出
来
る
も
の
で
は
な

い
。
自
治
体
と
し
て
財
務

省
の
財
政
制
度
等
議
会
が

提
言
し
て
い
る
介
護
保
険

制
度
の
改
定
内
容
に
反
対

す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
こ
と
を
要
請
す
る
。 

な
お
、
要
請
書
へ
の
回
答

は
、
本
年
度
新
た
に
要
請
し

た
課
題
等
に
つ
い
て
別
途
自

治
体
か
ら
送
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

川崎市へ要請書提出 

 


